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　 ５ ．慈恵から発信するグローバルな医学研究
　　　吉田　清嗣（生化学講座）
　 ６ ．慈恵医大遺伝病研究の歩みと未来
　　　大橋　十也（総合医科学研究センター）
　 ７ ．総合討論　司会：岡部　正隆（解剖学講座）
　　　　　　　　　　　頴川　　晋（泌尿器科学講座）

⑵　第１２６０回成医会例会は、平成２７年 ２ 月１７日（火）に行われ ｢ベルツ博士と日本の医学｣ が
講演のテーマとして選ばれた。司会は、相羽惠介（成医会運営委員長）が務め、自治医科
大学学長である永井良三先生が講演し、最後に松藤千弥成医会会長（学長）が総括を行った。

⑶　第１３２回成医会総会については、平成２７年１０月 ８ 日（木）、 ９日（金）の ２日間にわたって
開催の予定。

2 ）各種行事
⑴　平成26年 4 月10日（木)、平成26年度医学科および看護学科入学式を挙行した。
⑵　平成26年 7 月30日（水）～ 8月 1日（金）、宮崎県穆佐小学校学童 2名、教諭 2名の本学

招待旅行が行われた。この行事は、昭和50年より始められ、今回で40回目となる。
⑶　平成26年10月 4 日（土）、同窓会支部長会議・学術連絡会議が開催された。
⑷　平成26年10月11日（土）、学祖高木兼寛先生の墓参を行った。
⑸　平成26年10月18日（土）、卒業50周年を迎えた卒業生（昭39年）をお招きし、懇談の集い

を開催した。
⑹　平成26年10月28日（火）、第110回解剖諸霊位供養法会を増上寺において執り行った。
⑺　平成27年 1 月31日（土)、田尻久雄教授、内田満教授、兼平千裕教授、銭谷幹男教授、佐々

木寛教授、福永眞治教授、関谷透教授を囲んでの退任記念パーティーが行われた。
⑻　平成27年 2 月20日（金）献体者遺族に対して文部科学大臣よりの感謝状伝達式を執り行った。
⑼　平成27年 3 月 6 日（金)、第90回医学科、第20回看護学科卒業式を挙行した。

3 ）印刷物等の発行
⑴　法人誌「The JIKEI」

1 ）平成26年 7 月に「The JIKEI 23号」を発行した。
　　特集記事は「次の100年の慈恵の礎となる西新橋キャンパス再整備計画の全貌」とし、

併せて「第三病院長就任にあたって」、「柏病院長就任の抱負」を掲載した。
2）平成27年 1 月に「The JIKEI 24号」を発行した。
　　特集記事は「平成26年度自己点検評価の外部評価を受けて」、「医学教育の質保証の考え方」、

「外部評価を活かす」を掲載した。
　　同窓、医学部父兄、記念事業募金寄付者、教職員、医療連携病院などに送付した。

⑵　慈恵ニュース
　　平成26年 7 月に「195号」、平成27年 1 月に「196号」を発行した。
　　その他、号外として平成26年 6 月に「春季団体交渉結果」、平成26年 7 月に ｢学校法人慈

恵大学 中期目標・中期計画・平成26年度事業計画｣ を発行し、教職員に配布した。
⑶　大学ガイド
　　平成26年 5 月に医学部入試案内として「大学ガイドブック2015」を発行した。
⑷　大学入試ポスター
　　平成26年 5 月にオープンキャンパス並びに入試日程に関わる「大学入試ポスター」を医学

科・看護学科別に発行した。
　　高等学校、予備校等をはじめ、同窓会長、支部長、学術連絡委員に送付した。
⑸　大学院ガイド

1）平成26年 7 月に「大学院ガイド・募集要項（博士課程）」を発行した。
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2 ）平成26年11月に「大学院二次募集要項（博士課程）」を発行した。
⑹　大学公報
　　毎月発行（年12回）した。
⑺　大学広報
　　平成26年 6 月に大学広報第21号を発刊した。「西新橋キャンパス再整備計画について」を

掲載し、同窓、父兄、教職員等に配付した。
⑻　大学ホームページ

1）平成26年 5 月に臨床研究支援センターのホームページを新設した。
2）平成26年 7 月に痛み脳科学センターのホームページを新設した。
3）	平成26年11月に総合母子健康医療センターが、取引先変更に伴い、リニューアルを行った。
4）慈恵大学総合トップページに掲載されている画像を、 3枚の画像が回転する表示に更新

した。
5）平成27年 2 月に医学部入試当日の試験時間等の案内方法について、学事課がホームペー

ジ更新できるようCMSを導入した。
6）平成27年 3 月に附属 4病院から外部サイトへ移動する際に表示させるクッションページ

を作成した。
　　ホームページを利用した情報収集が一般化し、大学ホームページへの総訪問者数及び訪

問回数は年々増加傾向（平成26年度合計PV数約164万）にある。平成26年度のホームペー
ジ新規作成及び更新依頼は約600件あったが、関連部署ならびに関連委員会と連携してホー
ムページ掲載内容の充実を図るとともに、常に最新情報を遅滞なく掲載するよう努めた。

⑼　イントラネット
	 「理事長・学長室」、「行事予定」、「大学公示」、｢理事会・教授会議抄録｣、「事業計画・事

業報告書」「教職員アンケート」「学内使用の各種書式」等の更新業務を担当した。イント
ラネットは、各部署にて更新した情報が掲載されており、学内での情報共有の有効な手段
として活用した。

⑽　オールユーザーメールの活用
　　講演会、研修会等の開催のほか、教職員のテレビ・ラジオ・講演会等への出演や新聞・雑

誌等への掲載情報を主として、平成26年度は582件のオールユーザーメールを発信した。




